
　音更町 

二種混合（ジフテリア・破傷風）予防接種を受けられる人へ 

(二種混合予防接種説明書)　　 
 

１　病気について　 

ジフテリア 

　ジフテリア菌の飛沫感染でおこります。感染しても１０％程度の人に症状がでるだけで、残りの人は不顕性感

染のため、保菌者となり、その人を通じて感染する事があります。症状は、高熱、のどの痛み、犬吠様の咳、嘔

吐などで、重症になると呼吸困難や神経麻痺、心筋症をおこし、命をおとすこともあります。 

破傷風　　　　 

　破傷風菌は土の中に潜んでいて傷口から人の体内に入ることによって感染します。菌が体の中で増える

と、菌のだす毒素のために口が開かなくなったり、けいれんをおこしたり、治療が遅れると命をおとすこ

ともあります。 

 

２　予防接種の有効性 

　この予防接種は、乳幼児期に受けている三種混合（ジフテリア・百日咳・破傷風）ワクチンまたは四種混合（ジ

フテリア・百日咳・ポリオ・破傷風）ワクチンを３回以上接種していますと基礎免疫はできていますが、年々効果が

減ってきていますので、今回接種して効果を高めることが必要です。 

 

３　接種対象年齢 

　　１１歳以上１３歳未満 

 

４　副反応 

　注射部位の発赤・腫れ・しこりなどの反応が主ですが、これは免疫がついているから起こる現象です。直径５セ

ンチ以上の局所反応は、接種者の 1～２％出現します。しこりは少しずつ小さくなりますが、数か月残ることがあ

ります。特に過敏な人は腫れることがありますので冷湿布をしてください。通常高熱は出ませんが、２４時間以内

に３７．５度以上になった人が３～４％います。 

 

５　予防接種による健康被害救済制度について　 

定期の予防接種によって引き起こされた副反応により、医療機関での治療が必要になったり、生活に支障が

出るような障害を残す等の健康被害が生じた場合には、予防接種法に基づく補償を受けることができます。健康

被害の程度等に応じて、医療費、医療手当、障害児養育年金、死亡一時金、葬祭料の区分があり、法律で定め

られた金額で支給されます。死亡一時金、葬祭料以外については、治療が終了するまたは障害が治癒する期

間まで支給されます。 

ただし、その健康被害が予防接種によって引き起こされたものか、別の要因（予防接種をする前あるいは後に

紛れ込んだ感染症あるいは別の原因等）によるものなのかの因果関係を、予防接種・感染症医療・法律等、各

分野の専門家からなる国の審査会にて審議し、予防接種によるものと認定された場合に補償を受けることがで

きます。 

※給付申請の必要性が生じた場合には、診察した医師、保健センターへご相談ください。 

 

 

 定期予防接種は、音更町に住民票がある人が対象です。 

長期間の里帰りや、疾病などで町の指定医療機関以外で接種する必要がある場合は、事前に保健セ

ンターにお問い合わせください。



６　予防接種を受けることができない人 

（１）明らかに発熱（通常３７.５℃以上をいいます）のある人 

（２）重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな人 

（３）予防接種に含まれる成分でアナフィラキシーを起こしたりしたことのある人 

（４）予防接種を受けようとする病気に既にかかったことがある人、又は、現在かかっている人 

（５）その他、医師が不適当と判断した場合 

 

７　予防接種を受けるに際し、医師とよく相談しなくてはならない人 

以下に該当すると思われる人は、主治医に前もって診ていただき診断書または意見書をもらってから接種に行

きましょう。 

（１）心臓病・腎臓病・肝臓病や血液の病気などで治療を受けている人 

（２）風邪などのひきはじめと思われる人 

このような時は、身体の状態がはっきりするまでなるべくやめておきましょう。 

（３）以前に予防接種を受けたとき、2 日以内に発熱、発疹、蕁麻疹などアレルギーをおもわす異常がみられた人 

（４）薬の投与を受けて、皮膚に発疹がでたり、身体に異常をきたしたことのある人 

（５）今までに、けいれんをおこしたことがある人 

けいれんのおこった年齢、その時熱があったか、その後おこっているか、受けるワクチンの種類は何かなど

で条件が異なります。必ず主治医と事前に相談しましょう。原因がはっきりしている場合には、一定の期間

がたてば接種できます。 

（６）過去に中耳炎や肺炎などによくかかり、免疫状態を検査して異常を指摘された事のある人 

（７）ワクチンには抗原のほかに、抗生物質・安定剤などが入っていますので、これらにアレルギーがあるといわ

れたことがある人 

（８）家族・遊び友達・クラスメートの間に、はしか・風疹・おたふくかぜ・水ぼうそうなどの病気が流行している時で、

予防接種を受ける本人がその病気にかかっていない人 

 

８　予防接種を受けた後の注意事項 

（１）接種後２４時間は副反応の出現に注意していきましょう。 

（２）入浴は差しつかえありませんが、わざと注射した部位をこすることは止めましょう。 

（３）接種当日は、いつもの通りの生活をしましょう。激しい運動は避けましょう。 

（４）副反応について 

ア　注射部位が赤く腫れたり、痛んだり、かゆくなる事がありますが３～４日で消失します。腫れが強いような

時には、清潔な水道水で冷湿布を行うと楽になりますがひどい場合は、病院にかかるようにしてください。 

イ　しこりが残る事がありますが、小さくなっていきますので様子を見ていてください。 

ウ　発熱する事もありますが、ほとんど２～３日で治ります。熱が高い時には普段使用している解熱剤を使用

してもよろしいですが、長く続いたり、普段と様子が違うときは別の病気を併発している可能性もありますの

で、病院を受診してください。 

（５）注射部位のひどい腫れ、高熱、ひきつけ等の症状がありましたら、病院を受診してください。 

 

不明なことがありましたら、保健センターにお問い合わせください。（電話　０１５５－４２－２７１２）


